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【特集】振り返る岩出町 50年の歩み
岩出図書館 4月1日オープン!!
岩出マラソン大会開催に伴う交通規制について
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・・・・・・・・・・

・・・・
C O N T E N T S

4月1日 岩出市誕生4月1日 岩出市誕生

多
彩
な
個
性
が
岩
出
の
魅
力

岩出市誕生へのカウントダウン!! 市制施行まであと1ヶ月



（2）広 報 い わ で

活 力 あ ふ れ る ま ち 　 ふ れ あ い の ま ち

1 8 . 3 . 1

公民館
だより
公民館
だより

俳
句
会　

十
二
月
作
品

【
特
集
】
振
り
返
る
岩
出
町 
50
年
の
歩
み

Looking　

back　

on　

the　

history　

of　

Iw
ade

　

岩
出
町
の
誕
生
か
ら
50
年
。

　

以
来
、
様
々
な
出
来
事
を
積
み
重
ね
、

発
展
を
遂
げ
て
き
た
岩
出
は
、
こ
の
春
、

「
岩
出
市
」
と
し
て
新
た
に
出
発
い
た
し

ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
岩
出
町
の
誕
生
か
ら
市

制
施
行
に
至
る
ま
で
の
半
世
紀
に
わ
た
る

町
の
歴
史
を
主
な
出
来
事
を
中
心
に
写
真

で
振
り
返
り
ま
す
。

昭和37年頃の岩出町

役場庁舎（昭和52年頃）

紀の川と紀州富士（昭和41年頃）



　

岩
出
町
が
誕
生
し
た
の
は
昭
和
31
年
9
月
30
日
。

　

４
カ
町
村
が
合
併
し
た
当
時
は
人
口
１
３
，
２
６
１
人
で
主
力
産
業
が
農
業
と
い
っ
た
純

農
村
の
町
で
し
た
。

　

昭
和
50
年
代
頃
か
ら
和
歌
山
市
や
大
阪
府
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
増
加
が
始
ま

り
、
商
業
施
設
の
進
出
と
と
も
に
都
市
化
傾
向
が
少
し
ず
つ
色
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

広 報 い わ で（3）

緑豊かな住環境と歴史文化かおる健康都市　いわで
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主
な
大
会
結
果

主
な
大
会
結
果

町
の
誕
生
〜
高
度
経
済
成
長
期

  

岩
出
の
歩
み

昭
和
31
年

　
「
岩
出
町
」誕
生

昭
和
35
年

　

国
勢
調
査
人
口
１
２
，８
１
０
人

昭
和
37
年

岩
出
電
報
電
話
局
が
完
成
、
電
話
の
自
動

化
な
る

昭
和
38
年

　

岩
出
町
合
併
後
の
新
庁
舎
が
竣
工

昭
和
39
年

岩
出
中
学
校
プ
ー
ル
竣
工

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

昭
和
40
年

　

国
勢
調
査
人
口
１
４
，４
０
２
人

昭
和
41
年

国
保
那
賀
病
院
第
一
期
本
館
改
築
工
事
落

成県
道
泉
佐
野
・
岩
出
線
風
吹
隧
道
竣
工

昭
和
42
年

　

県
道
泉
佐
野
・
岩
出
線
竣
工

昭
和
45
年

国
勢
調
査
人
口
１
５
，９
８
０
人

大
阪
万
国
博
開
催

昭
和
46
年

岩
出
町
体
育
館
竣
工

黒
潮
国
体
開
催

昭
和
47
年

　

岩
出
町
民
歌
、岩
出
お
ど
り
発
表

昭
和
50
年

那
賀
郡
消
防
組
合
設
立
、
消
防
救
急
業
務

を
開
始

国
勢
調
査
人
口
２
０
，３
０
０
人

昭
和
51
年

国
道
24
号
岩
出
バ
イ
パ
ス
開
通

堀
口
に
町
民
プ
ー
ル
、交
通
公
園
を
設
置

昭
和
53
年

　

第
一
回
町
民
文
化
祭
開
催

昭
和
54
年

県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
55
年

西
国
分
に
町
民
プ
ー
ル
・
東
公
園
を
設
置

紀
泉
台
が
誕
生

　

国
勢
調
査
人
口
２
４
，１
２
５
人

昭
和
56
年

　

農
免
道
路
全
線
開
通

昭
和
57
年

　

根
来
総
合
運
動
場
完
成

　

５
０
０
円
硬
貨
発
行

昭
和
59
年

山
崎
北
小
学
校
完
成

町
民
総
合
体
育
館
完
成

岩出駅（昭和52年頃） 風吹トンネル工事（昭和41年）

岩出バイパス開通（昭和51年） 岩出駅前通り（昭和35年頃）

岩出駅－畑毛線（昭和41年頃）



　

急
激
な
人
口
増
加
に
伴
い
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
都
市
基
盤
整
備

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
市
制
施
行
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
西
国
際
空
港
の
開
港
や
和
歌
山
バ
イ
パ
ス
の
開
通
、
さ
ら
に
現
在
進
行
中
の
泉
佐
野
岩
出
線
の
完

全
４
車
線
化
や
京
奈
和
自
動
車
道
フ
ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
と
い
っ
た
広
域
交
通
体
系
の
充
実

は
、
将
来
の
岩
出
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
岩
出
市
」
と
し
て
の
新
た
な
る
旅
立
ち
。

　

こ
れ
か
ら
も
続
く
「
岩
出
」
の
歴
史
。

　

市
制
施
行
を
一
つ
の
通
過
点
と
し
て
、
岩
出
市
は
複
合
機
能
都
市
を
目
指
し
、
発
展
を
続
け
ま
す
。

昭
和
60
年

町
の
木
（
う
ば
め
が
し
）、
町
の
花
（
さ
く

ら
）、町
の
鳥（
う
ぐ
い
す
）制
定

国
勢
調
査
人
口
２
８
，０
６
６
人

昭
和
61
年

　

町
民
憲
章
決
ま
る

昭
和
62
年

岩
出
第
二
中
学
校
が
完
成

国
鉄
が
分
割
・
民
営
化

昭
和
63
年

岩
出
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
設
立

人
口
３
万
人
達
成

瀬
戸
大
橋
が
開
通

平
成
元
年

　

民
俗
資
料
館
完
成

平
成
２
年

　

国
勢
調
査
人
口
３
２
，８
４
６
人

平
成
５
年

完
全
週
休
２
日
制
導
入

近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部
開
学

広
域
農
道（
岩
出
〜
橋
本
間
）開
通

和
歌
山
バ
イ
パ
ス
開
通

サ
ッ
カ
ー
J
リ
ー
グ
が
開
幕

平
成
６
年

人
口
４
万
人
達
成

関
西
国
際
空
港
が
開
港

平
成
７
年

国
勢
調
査
人
口
４
１
，５
４
９
人

阪
神
・
淡
路
大
震
災

平
成
９
年

県
道
泉
佐
野
・
岩
出
線
根
来
バ
イ
パ
ス
開

通総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
大
宮
緑
地
総

合
運
動
公
園
、駅
前
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、い
わ

で
御
殿
合
同
竣
工
式

人
口
４
万
５
千
人
達
成

平
成
11
年

第
12
回
全
国
子
守
唄
サ
ミ
ッ
ト
＆
フ
ェ
ス

タ
'99 

in
岩
出
開
催

ご
み
の
分
別
収
集（
資
源
ご
み
）開
始

平
成
12
年

大
阪
方
面
バ
ス
実
証
運
行
開
始

国
勢
調
査
人
口
４
８
，１
５
６
人

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

平
成
13
年

　

県
道
泉
佐
野
・
岩
出
線
森
バ
イ
パ
ス
開
通

平
成
15
年

人
口
５
万
人
突
破

道
の
駅「
根
来
さ
く
ら
の
里
」オ
ー
プ
ン

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

が
本
格
稼
働

（4）広 報 い わ で

核 兵 器 廃 絶 の 町

1 8 . 3 . 1

保
健
推
進

だ
よ
り

保
健
推
進

だ
よ
り

昭
和
か
ら
平
成
へ

森バイパス開通（平成13年）

岩出第二中学校（昭和62年）

全国子守唄フェスタ（平成11年）

大阪方面路線バス（平成12年）４車線化が進む泉佐野・岩出線

人口5万人達成（平成15年）



  
市
制
施
行
ま
で
の
経
過

平
成
15
年

４
月町

長
公
室
に
市
制
移
行
準
備
室
を

設
置

平
成
16
年

11
月住

民
等
に
よ
る
市
制
移
行
準
備
協

議
会
が
設
立

平
成
17
年

１
月協

議
会
が「
新
市
名
」及
び「
市
制

移
行
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」を
実
施

２
月市

制
移
行
準
備
協
議
会
か
ら
新
市

名
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に

基
づ
く
答
申
が
提
出
さ
れ
る

７
月市

制
施
行
住
民
説
明
会
を
町
内
８

ヶ
所
で
開
催

11
月町

か
ら
県
へ
の
内
協
議

12
月総

務
省
に
よ
る
現
地
視
察
／
平
成

17
年
国
勢
調
査
速
報
値
が
官
報
告

示
さ
れ
、
市
制
移
行
の
人
口
要
件

を
み
た
す（
５
０
，８
３
８
人
）

平
成
18
年

１
月町

議
会
に
お
い
て
「
岩
出
町
を
岩

出
市
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
の

議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
／
県
知

事
に
「
岩
出
町
を
岩
出
市
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
」申
請
書
を
提
出

広 報 い わ で（5）

町の木うばめがし（ばべ）　町の花さくら　町の鳥うぐいす

1 8 . 3 . 1

市
制
施
行
ま
で
の
取
り
組
み

　

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

平
成
18
年
４
月
１
日
の
「
岩
出
市
」

誕
生
ま
で
あ
と
一
月
と
迫
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
、
合
併
特
例
法
に
よ
る

平
成
の
大
合
併
が
推
進
さ
れ
る
中
、

本
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

町
議
会
ま
た
、
町
政
懇
談
会
等
に
お

い
て
議
論
を
重
ね
、
町
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
合
併
問
題
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
重
ね
た
結
果
、
平
成
14

年
12
月
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

単
独
で
の
市
制
施
行
を
目
指
す
こ
と

を
表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
住
民
有
志
が

「
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
岩
出
を
守
る

会
」
を
設
立
し
、
単
独
市
制
移
行
を

求
め
る
署
名
活
動
を
行
い
、

３
６
，
４
８
８
人
に
も
の
ぼ
る
署
名

に
よ
る
要
望
書
が
行
政
及
び
町
議
会

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

住
民
の
７
割
以
上
の
署
名
要
望

は
、
岩
出
町
始
ま
っ
て
以
来
の
最
も

大
き
な
住
民
運
動
で
あ
り
、
町
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
要
望
を
住
民

意
向
と
受
け
止
め
、
単
独
市
制
施
行

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

平
成
17
年
国
勢
調
査
に
よ
り
、
最

後
の
要
件
で
ご
ざ
い
ま
し
た

５
０
，
０
０
０
人
と
い
う
人
口
要
件

が
ク
リ
ア
で
き
た
こ
と
に
よ
り
協
議

を
進
め
る
中
、
総
務
省
か
ら
は
、
本

町
の
市
制
施
行
に
異
議
な
い
旨
の
回

答
を
い
た
だ
き
、
こ
の
１
月
の
町
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
「
岩
出
町
を
岩

出
市
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
の
議

案
が
可
決
さ
れ
、
後
は
和
歌
山
県
議

会
の
可
決
を
待
つ
だ
け
と
な
り
ま
し

た
。

　

市
と
な
れ
ば
福
祉
事
務
所
の
設
置

な
ど
の
事
務
移
譲
等
に
よ
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
向
上
い
た
し
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
方
に
は
、
市
に
な
っ

て
役
所
の
サ
ー
ビ
ス
が
よ
く
な
っ

た
、
職
員
の
対
応
が
よ
く
な
っ
た
と

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
一

同
、
よ
り
一
層
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
岩
出

市
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
く
実
施
計

画
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
年
次

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
財
政
面
で
は
三
位
一
体
改
革
に

よ
り
、
税
源
移
譲
は
さ
れ
る
も
の

の
、
補
助
金
の
削
減
、
地
方
交
付
税

の
見
直
し
に
よ
り
財
政
状
況
は
益
々

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
歳
入
面
で
は
、
税
源
移
譲
に

よ
り
歳
入
全
体
に
占
め
る
地
方
税
の

割
合
が
大
き
く
な
る
た
め
、
徴
収
率

の
向
上
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
徴

収
率
の
向
上
に
向
け
て
、
全
庁
体
制

で
の
徴
収
に
取
り
組
む
こ
と
は
も
と

よ
り
、
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
へ

の
参
加
、
法
的
処
置
も
含
め
た
自
主

財
源
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
等
の
補
助
金
や
交

付
税
措
置
の
あ
る
起
債
の
活
用
に
よ

る
財
源
の
確
保
も
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

歳
出
面
で
は
、
福
祉
事
務
所
の
設

置
な
ど
県
か
ら
の
事
務
移
譲
に
伴
う

義
務
的
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
徹
底
し
た
定
数
管
理
に

よ
り
人
件
費
の
抑
制
な
ど
に
努
め
る

と
と
も
に
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を

行
っ
て
無
駄
の
な
い
支
出
に
務
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
平
成
18
年
４
月

１
日
か
ら
は
葬
儀
の
際
の
樒
や
供
花

等
を
廃
止
い
た
し
ま
す
。

　

樒
や
供
花
等
に
つ
い
て
は
、
礼
儀

と
し
て
こ
れ
ま
で
慣
習
的
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
議
会
に
お
い
て

も
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
の
ご
指
摘

も
あ
り
、
厳
し
い
時
代
を
乗
り
切
る

た
め
、
細
部
に
わ
た
り
よ
り
一
層
の

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
健
全
財

政
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
今
後
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

あ
と
一
月
に
迫
っ
た
「
岩
出
市
」

の
誕
生
を
住
民
の
皆
様
方
と
と
も
に

喜
び
あ
え
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

市
制
に
よ
せ
て

岩
出
町
長　

中
芝
正
幸

市制移行準備協議会の様子 市制施行住民説明会 総務省による岩出町視察
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図書館づくり
主役主役みんなが　　　　の

3月1日から全面休館

卍 根来寺

根来小学校

岩出第二中学校

至和歌山

至
泉
佐
野

岩出図書館

N

岩出図書館 4月1日オープン!!
～新図書館を一足先に案内します～

閉
ま
っ
て
る
時
は
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
に
返
し
て
ね
。

荷
物
は
玄
関
の
コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
て
ね
。

根来の大門近くに建っているよ。駐車場151台分の
スペースを確保しているし、市内巡回バスもとまるよ。

MAPMAP

ようこそ図書館へ。
ぼくが案内するよ。 楽しみだね!



開館式の終了後、通常業務を開始します。
＊どなたでも参加できますので、ご家族おそろいでお越しください。

なお、イベントの詳しい内容については、町内公共施設の窓口のポスター・チラシを見てね。
＊図書館駐車場スペースはありますが、開館当初は周辺の交通渋滞や駐車場が満車になる可能性があります。できるだけ、お誘いあわ
せの上、乗り合わせてご来館ください。

広 報 い わ で（7）

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」

1 8 . 3 . 1

介護保険の
ご案内

介護保険の
ご案内
介護保険の
ご案内

わからないことがあったら聞いてね！

DVD・CDなどがいっぱい暮らしの知恵コーナー・PCコーナー・大活字本、もちろん小説やほかの本もたくさんあるよ。

辞書等たくさんあるから調べもののとき
は、このコーナーに来てね。

そのほかにも図書館主催の映画会や講演会等に使用する大会議室（なかよし室完備）や小会議室（図書活動をされている団体の
皆様にはお使いいただけます）もあります。

ゆっくり本を読んだり、調べたりできるコーナーを用意しています。
読書を楽しんだり、所蔵の本での調べものをするための席なので、自習はできないよ!

授
乳
室

おはなし室おはなし室

一般図書閲覧室一般図書閲覧室

サービスカウンターサービスカウンター

リスニングコーナーリスニングコーナー 視聴覚コーナー視聴覚コーナー

レファレンスコーナーレファレンスコーナー たたみコーナーたたみコーナー 読書席読書席

岩出図書館 開館式 4月1日㈯ 午前10時から岩出町根来1472-1
☎62－7222

開館時間／10:00～19:00
休 館 日／木曜日、館内整理日、毎月末日、祝日翌日

児
童
図
書
閲
覧
室
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町
全
域
分
別
収
集
実
施
に
伴
う

　

廃
車
手
続
き
な
ど
の
申
告
は
忘
れ
ず
に

▼
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日
現
在
の
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
名
義
人
に
課
税
さ
れ
る
制
度
で
す
。
す
で
に
転
売
や
下
取
り

に
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い
と
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
は
、
年
度
途
中
で
廃
車
し
て
も
普
通
自
動
車

の
よ
う
に
税
金
の
還
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
使
用
不
能
車
、
譲
渡
、
名
義
人
が
死
亡
、
住
所
移
転
な
ど
申
告
し

た
事
項
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
速
や
か
に
必
ず
次
の
と
こ
ろ
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
盗
難
に
あ
わ
れ
た
車
輌
も
同
様
に
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
警
察
署
に
届
出
を
し
た
う
え
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
原
動
機
付
自
転
車
（
一
二
五
㏄
以
下
）
と
小
型
特
殊
車
は

　
　

町
役
場
税
務
課
軽
自
動
車
税
係

　
　
　

℡
六
二
│
二
一
四
一
（
内
線
一
四
三
）

◎
軽
二
輪
（
一
二
六
㏄
〜
二
五
〇
㏄
）
と

　

二
輪
の
小
型
自
動
車
（
二
五
一
㏄
以
上
）
は

　
　

和
歌
山
運
輸
支
局

　
　
　

℡
〇
五
〇
│
五
五
四
〇
│
二
〇
六
五

◎
軽
自
動
車
は

　
　

軽
自
動
車
検
査
協
会
和
歌
山
事
務
所

　
　
　

℡
〇
七
三
│
四
三
三
│
四
六
五
五

　

軽
自
動
車
税
減
免
の
お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
が
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
、
又
は
、
構
造
が
専
ら
身
体
障
害
者
等
の
利
用

に
供
す
る
た
め
の
軽
自
動
車
等
を
所
有
（
使
用
）
し
て
い
る
方
は
、

４
月
24
日
㈪
（
納
期
限
前
７
日
）
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
受
付
は
平
成
18
年
４
月
３
日
よ
り
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
軽
自
動
車
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

原
動
機
付
自
転
車
の
ナ
ン
バ
ー
交
付
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
４
月
３
日
㈪
午
前
９
時
よ
り
１
階
会
議
室
B
に
お
い
て

受
付
を
行
い
ま
す
。

　

必
要
書
類
（
廃
車
証
明
証
・
石
刷
・
印
鑑
等
）
が
揃
っ
て
い
な
い

場
合
は
受
付
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
岩
出
町
の
ナ
ン
バ
ー
は
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
軽
自
動
車
税
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
主
納
付
に
ご
協
力
を

　

和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
を
設
立

〜
市
町
村
と
県
が
連
携
し
滞
納
整
理
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
〜

　

４
月
に
、
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
が
発
足
し
ま
す
。

　

こ
の
機
構
は
、
県
内
全
市
町
村
と
県
が
連
携
し
て
、
徴
収
体
制
を

強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
再
三
の
催
告
に
応
じ
な
い
案
件
や
滞
納

額
が
高
額
な
案
件
な
ど
の
事
案
を
引
き
受
け
、
財
産
の
差
押
え
や
差

押
財
産
の
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
前
提
に
滞
納
整
理
を
行
う
組
織

で
す
。

　

対
象
予
定
の
滞
納
者
に
は
催
告
文
書
を
送
付
し
ま
す
。
期
日
ま
で

に
納
付
意
思
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
機
構
へ
引
き
継
ぎ
、
本
格

的
な
滞
納
整
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
納
税
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税務課から税務課から
お知らせお知らせ
税務課から
お知らせ
税務課から
お知らせ

役場　62－2141
・固定資産税係
　　  （内線145･146･147）
・軽自動車税係（内線143）
・納税係（内線150）

問い合わせ

納
税
は
便
利
で
確
実
な

　

口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
税
は
便
利
で
確
実
な

　

口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、税
務
課
納
税
係
ま
で
。
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土地・家屋価格等縦覧帳簿
による縦覧について

　納税者本人が自己の所有する土地・家屋の評価が適正
かどうかを判断できるよう、土地・家屋の評価額等を記載した
縦覧帳簿を見ることができます。ただし、縦覧帳簿を複写して
交付することはできません。
縦覧期間　4月3日㈪～5月31日㈬
　　　　（ただし、土曜日、日曜日、祝日等は除く）
縦覧時間　午前8時45分～午後5時30分
縦覧場所　岩出町役場総務部税務課
縦覧ができる人
・固定資産税の納税者本人又は本人の委任を受けた者
（土地の納税者は土地について、家屋の納税者は家屋に
ついて縦覧できます。）

縦覧申請に必要なもの
・納税者本人の場合
　本人確認のできる運転免許証・健康保険証等、印鑑
・代理人の場合
　本人確認のできる運転免許証・健康保険証等
　押印された委任状、印鑑
手数料　無料

固定資産課税台帳の閲覧について
　納税義務者等が、固定資産税の課税内容を確認するた
め１年間を通じて固定資産税台帳の閲覧をすることができま
す。
閲覧ができる人
・固定資産税の納税義務者
・納税義務者の委任を受けた者
・借地人・借家人等
閲覧申請に必要なもの
・納税者本人の場合
　本人確認のできる運転免許証・健康保険証等、印鑑
・借地人・借家人等
　本人確認のできる運転免許証・健康保険証等
　権利の資格を確認できる書類、印鑑
・代理人の場合
　本人確認のできる運転免許証・健康保険証等
　押印された委任状、印鑑
手数料　有料（200円）ただし、縦覧期間中に限り、閲覧手
数料は無料となります。
※平成18年度の固定資産税納税通知書は、5月に発送し
ます。

消費税及び地方消費税所　得　税

3月15日㈬まで 3月31日㈮まで

◎　期限間近になりますと、大変混雑いたしますので、申告書は自分で書いて、早めに提出し
てください。
　　なお、申告期限を過ぎたり、納付が遅れたりしますと、無申告加算税や延滞税などの附帯
税がかかる場合がありますので、ご注意ください。
◎　所得税の申告相談及び申告書の備付と収受は、粉河税務署のほか、役場の窓口でも行
っています。
　　なお、土、日、祝日はお休みです。

納税は振替で申告は青色で
　納税には便利で安心確実な振替納税制度のご利用をおすすめします。
　振替納税をご利用いただくためには、利用金融機関（郵便局を含
む。）又は税務署に「預貯金口座振替依頼書」をご提出ください。
　なお、転居などにより申告書の提出先の税務署が変わった方は再度
「預貯金口座振替依頼書」の提出が必要です。
今年の振替日は、所得税 4月20日㈭
　　　　　　　　消費税 4月27日㈭です。

申告と納税はもうお済みですか？申告と納税はもうお済みですか？申告と納税はもうお済みですか？

国税庁ではホームページを開設

し、確定申告書がご自分で作成でき

る「確定申告書等作成コーナー」を掲

載していますので、是非ご利用くださ

い。《国税庁ホームページ　

http://www.nta.go.jp》
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こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金
貸
付
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

岩
出
警
察
署
通
信

ら
の
隔
離

【
昨
年
の
少
年
犯
罪
検
挙
状
況
】

　

少
年
の
敢
行

す
る
犯
罪
に
多

い
も
の
は
、
自

転
車
・
オ
ー
ト

バ
イ
等
の
乗
り

物
盗
で
、
昨
年

岩
出
警
察
署
で

検
挙
し
た
乗
り

物
盗
は
、
全
て

が
少
年
の
犯
行

で
し
た
。

【
乗
り
物
盗
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
犯
罪
の
機
会
を
与
え
な
い
努
力

を
！
】

＊
施
錠
は
二
重
に
す
る

＊
駐
輪
場
に
駐
輪
し
、
路
上
へ
放
置

し
な
い

＊
路
上
へ
の
放
置
自
転
車
を
そ
の
ま

ま
に
し
な
い
（
警
察
・
役
場
へ
の

届
出
）

る
④
行
き
先
を
言
わ
ず
に
外
出
し
た
り

帰
宅
時
間
が
遅
く
、
夜
遊
び
や
外

泊
が
多
く
な
る

⑤
服
装
・
髪
型
が
派
手
に
な
る

⑥
隠
語
を
使
用
し
た
り
、
言
葉
遣
い

が
荒
く
な
る

【
非
行
を
防
止
す
る
た
め
に
は
】

＊
非
行
の
兆
候
を
早
期
に
把
握
し
、

子
供
と
の
会
話
の
機
会
を
多
く
す

る
＊
子
供
を
取
り
巻
く
、
出
会
い
系
サ

イ
ト
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

性
や
暴
力
に
関
す
る
有
害
情
報
か

【
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！
】

＊
身
に
覚
え
が
な
い
場
合
は
相
手
と

連
絡
を
取
ら
ず
、
無
視
す
る

●
融
資
保
証
詐
欺

　

実
際
に
は
融
資
し
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
「
確
実
に
融
資
し
ま
す
」
等
の
ハ
ガ

キ
や
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
、
融
資
の
申

し
立
て
を
し
て
き
た
相
手
か
ら
、
保
証

金
や
調
査
費
名
目
の
お
金
を
だ
ま
し
取

る
手
口

【
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！
】

＊
事
前
に
保
証
金
や
調
査
費
名
目
の

振
り
込
み
を
要
求
す
る
も
の
に
は

注
意
す
る

＊
低
金
利
な
ど
と
い
う
オ
イ
シ
イ
話

は
、
あ
り
ま
せ
ん

　

春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け
て
の
時

期
は
、
開
放
感
や
生
活
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
万
引
き
・
自
転
車
盗
の
非
行
に

走
っ
た
り
、
飲
酒
・
喫
煙
等
の
不
良
行

為
や
、
性
犯
罪
の
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス

が
増
加
傾
向
に
な
り
ま
す
。
非
行
の
兆

候
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
子

供
の
行
動
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

【
非
行
の
兆
候
】

①
ノ
ー
ヘ
ル
で
の
原
付
・
ス
ク
ー
タ

ー
等
の
運
転

②
所
持
金
が
多
い

③
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
、
出
会

い
系
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
い

●
架
空
請
求
詐
欺

　

ハ
ガ
キ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯

電
話
の
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
「
携
帯
電

話
料
金
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス

料
等
の
滞
納
や
未
払
い
」
等
の
文
面
で

連
絡
を
求
め
、
言
葉
巧
み
に
だ
ま
し
、

お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
。

　

振
り
込
め
詐
欺
と
は
、
「
オ
レ
オ
レ

詐
欺
」
「
架
空
請
求
詐
欺
」
「
融
資
保

証
詐
欺
」
の
総
称
で
す
。

　

昨
年
の
「
振
り
込
め
詐
欺
」
の
被
害

に
つ
い
て
は
、

　

①
和
歌
山
県
下
の
被
害
件
数
157
件

　
　

被
害
総
額
約
１
億
８
千
万
円

　

②
岩
出
署
管
内
の
被
害
件
数
21
件

　
　

被
害
総
額　

約
１
千
270
万
円

と
依
然
高
い
発
生
を
示
し
、
被
害
額
も

高
額
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
主
な
手
口
〉

●
オ
レ
オ
レ
詐
欺

①
警
察
官
や
弁
護
士
を
装
っ
た
犯
人

が
お
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
。

②
電
話
で
「
子
供
や
孫
が
交
通
事
故

を
起
こ
し
た
」
と
言
っ
て
お
金
を

だ
ま
し
取
る
手
口
。

③
公
務
員
の
家
族
に
対
し
て
、
「
息

子
さ
ん
が
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し

た
」
等
と
言
っ
て
お
金
を
だ
ま
し

取
る
手
口
。
（
新
た
な
手
口
）

【
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！
】

＊
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い　

＊
家
族

に
連
絡
し
て
事
実
を
確
認
す
る

振
り
込
め
詐
欺
に
新
た
な
手
口
!!

被
害
多
発
!!

春
休
み
中
に
お
け
る
少
年
の

非
行
・
被
害
防
止
に
つ
い
て

3961513371184837126140206134326410410716135213086890178266282185

新　
　

宮

串　
　

本

白　
　

浜

田　
　

辺

御　
　

坊

湯　
　

浅

有　
　

田

海　
　

南

和
歌
山
北

和
歌
山
西

和
歌
山
東

岩　
　

出

妙　
　

寺

橋　
　

本

無　
　

職

有　
　

職

19　
　

歳

18　
　

歳

17　
　

歳

16　
　

歳

15　
　

歳

14　
　

歳

1069刑法犯総数

総　
　
　
　

数

年齢
学職

罪　名

年　　　　齢 学　　　　職 警　　　　　　察　　　　　　署

学生・生徒

他
学
生

大
学
生

高
校
生

中
学
生

国民健康保険の医療費は、国
の補助、患者負担、保険税の
3つを財源として支えられて
います。みなさん一人ひとり
が健康に留意して医療費をよ
り大切に使いましょう。

平成17年10月分 岩出町国民健康保険の医療費

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000
（円）

一人当たり医療費

一般

退職

老人

14,718円

26,917円

69,097円

一般被保険者数
退職被保険者数
老人保健対象者数
合 計

10,744人
3,234人
2,837人
16,815人

総医療費

合計
441,212千円

一般
158,135千円
（35.8％）

退職
87,049千円
（19.7％）

老人
196,028千円
（44.4％）
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町民農園  利用者町民農園  利用者

国
保
税
を

滞
納
す
る
と

平　成
区　分

計画職員数

備　　　考

減　員
増　員
差　引
職員数

17年度
計画前年

322

18年度
1年目
-11
11
0

322

19年度
2年目
0
0
0

322

20年度
3年目
-1
1
0

322

21年度
4年目
-5
5
0

322

22年度
5年目
-1
1
0

322

18年～22年
計
-18
18
0

　計画前年の職員数を
基準に現職員数を維持
し、業務増等については
再任用制度又は臨時職
員等により対処する

新たな定員適正化計画の策定について
　現在、全国の地方都市では少子高齢化問題や、バブル経済崩壊以降の長期にわたる景気の低迷と、それに
伴う税収や地方交付税等の減収により財政的に極めて厳しい状況にあり、岩出町においてもけっして楽観で
きない状況にあります。このような厳しい状況下で、本町では平成18年度の市制施行に向けた行財政改革を
推進するとともに、地方分権時代における諸問題に的確に対処するため、引き続き新たな定員適正化計画を
策定し、適正な人員の確保を行っているところです。近年では、生活基盤整備である下水道整備や新たなゴ
ミ焼却施設の建設など、大規模事業等諸問題が山積しており、限られた人員による効率的な行政運営を図る
必要から、過去の定員管理の実績と今後の行政需要等を勘案し、機構改革と併せた新たな定員適正化計画を
策定し、より効率的な人事運用と人件費の抑制を推進してまいります。 

“岩出町の職員数”
他の類似団体との比較は？
　岩出町では若い世代の住民が多く、人口当たりの子供の比率が他の団体と比較して高くなっております。
そのため保育所関連の職員数が類似団体を上回っています。清掃部門については、ダイオキシン対策や処理
施設の老朽化のためゴミの処理能力が低下しており、処理施設を長時間運転させるため多数の人員を必要と
します。（平成20年に処理施設の新設を計画しています。）
　全体では、類似団体の職員数を約14％下回っており、他団体と比較しても効率的な行政組織を構築できた
ものと考えております。
（類似団体とは、人口規模や産業構造が類似する地方公共団体を言います。）

現在の岩出町の状況と今後について
　岩出町では、平成18年2月末日現在で、322名の職員を雇用しています。これは、前回の定員適正化計画
（平成12年から平成16年までの５カ年計画）で想定しておりました職員数より4名少なくなっております。
　自治体の財政の硬直化を表す経常収支比率や町の予算に占める人件費の割合も県下の平均値を大幅に下回
っております。
（経常収支比率や予算に占める人件費の割合は財政の健全性を示すもので、この比率が高くなると自由に使
えるお金が少なくなるため、新たな事業等を行うことが困難になります。） 
　職員の採用は、退職者等の欠員補充程度にとどめ、市制に伴って生じるであろう新たな諸問題について、
職員を増やすことなく個々の能力を見極めた、適材適所の人員配置を行うとともに、職員の資質向上に努
め、一丸となって対処してまいります。

　定員適正化計画の年次別状況の内訳等、詳細は町ホームページに掲載しておりますのでそちらをご覧下さい。

計画前年職員数は平成17年11月1日現在の特別職を除く職員数です。

より効率的な行政運営をめざして
～岩出町定員適正化計画について～
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募　　
集

募　　
集

相　

談

相　

談

区
・
自
治
会
長
会

会　
　
　

長
（
根
来
地
区
）

　
　
　
　
　
　

中
尾
芳
清
（
根
来
区
）

岩
出
地
区　

岩
覀
雅
司
（
西
野
区
）

山
崎
地
区　

空
畑
勝
男
（
曽
屋
区
）

上
岩
出
地
区　

上
西
治
雄

　
　
　
　
　
　
　

（
新
田
広
芝
第
４
自
治
会
）

防
犯
自
治
会

会　
　
　

長　

中
尾
芳
清
（
根
来
区
）

副　

会　

長　

岩
覀
雅
司
（
西
野
区
）

副　

会　

長　

空
畑
勝
男
（
曽
屋
区
）

副　

会　

長　

上
西
治
雄

　
　
　
　
　
　
　

（
新
田
広
芝
第
４
自
治
会
）

防
犯
自
治
会
理
事

岩
出
地
区　

畑　

常
雄
（
山
崎
区
）

山
崎
地
区　

福
田　

寛
（
山
一
区
）

　
　
　
　
　
　

田
村　

昶
（
白
才
自
治
会
）

根
来
地
区　

那
須
常
夫
（
川
尻
区
）

上
岩
出
地
区　

紀
三
井　

孝

　
　
　
　
　
　
　

（
中
迫
池
添
団
地
自
治
会
）

　
　
　
　
　
　

松
田　

弘

　
　
　
　
　
　

（
西
国
分
住
友
団
地
自
治
会
）

 

平
成
17
年
度

 

農
業
士
が
認
定

　
　
　
　

 

さ
れ
ま
し
た

　

平
成
18
年
２
月
16
日
㈭
和
歌

山
市
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
に
お

い
て
和
歌
山
県
知
事
よ
り
認
定

証
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
感
謝
状

　

岩
出
町
岡
田
一
四
三
番
地

　
　

林　
　

孝
さ
ん

　

岩
出
町
岡
田
三
二
二
番
地

　
　

橋
本
久
幸
さ
ん

指
導
農
業
士

　

岩
出
町
大
町
七
一
番
地

　
　

榎
本
治
行
さ
ん

　

岩
出
町
中
島
五
一
四
番
地

　
　

南
條　

悟
さ
ん

　

岩
出
町
畑
毛
一
八
三
番
地

　
　

赤
井
正
良
さ
ん

地
域
農
業
士

　

岩
出
町
溝
川
二
七
○

　
　

林　

孝
誠
さ
ん

　

岩
出
町
岡
田
一
四
三
番
地

　
　

林　

紀
宏
さ
ん

　

岩
出
町
岡
田
五
五
九
番
地

　
　

林　

光
彦
さ
ん

青
年
農
業
士

　

岩
出
町
岡
田
七
一
番
地

　
　

松
見　

学
さ
ん

◎
期
間　

３
月
１
日
㈬
〜
３
月
７
日
㈫

　
　
　
　

ま
で
の
７
日
間

◎
目
的　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気

候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を

減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

◎
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ー
３
つ
の
習
慣
ー

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位

置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す
。

ー
４
つ
の
対
策
ー

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

等
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
災

製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消

化
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め

に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

HOT  NEWS
IWADE

HOT  NEWS
IWADE

ま
ち
の

ま
ち
の

ま
ち
の

ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

平成１８年の区・自治会長会会長、
地区会長及び防犯自治会役員が決まりました。

平成１８年  春季全国火災予防運動実施
「あなたです　火のあるくらしの　見はり役」



　

教
育
委
員
会
並
び
に
管
内
の
各
小
・

中
学
校
で
は
、
必
要
な
学
習
時
間
を
確

保
し
、
教
育
の
内
容
や
方
法
を
充
実
さ

せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
基
礎
学
力
を
一
層
充

実
、
定
着
さ
せ
、
将
来
の
進
路
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
や
、
学
校
行
事
、
学
級
活

動
等
を
充
実
し
、
豊
か
な
人
間
形
成
を

図
る
た
め
に
、
更
に
授
業
日
数
・
時
数

を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
左

記
の
と
お
り
平
成
18
年
度
か
ら
新
た
に

実
施
い
た
し
ま
す
。

①
始
業
式
及
び
終
業
式
当
日
に
も
給

食
を
実
施
し
、
午
後
も
授
業
を
行
い

ま
す
。（
１
学
期
の
始
業
式
は
除
く
。）

②
１
学
期
の
始
業
を
４
月
７
日
と
し
ま

す
。

③
２
学
期
の
終
業
を
12
月
26
日
と
し
ま

す
。

④
３
学
期
の
始
業
を
１
月
７
日
と
し
ま

す
。

（
な
お
、
日
付
け
は
、
休
日
及
び
祝
祭

日
に
よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
。）

　

町
立
小
・
中
学
校
に
就
学
さ
れ
て
い

る
、
ま
た
小
・
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
皆
様
方
、
並

び
に
地
域
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
子
ど
も
達
の
生
き
る
力
を
一
層
育

成
す
る
た
め
、
こ
の
実
施
に
つ
い
て
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

岩
出
町
教
育
委
員
会

　

教
育
部　

教
育
総
務
課

　

℡
62
│
２
１
４
１
（
内
線
２
７
４
）

3月12日㈰に「第29回岩出マラソン大会」を実施いたします。当日、コースとなる道路について次
の図のとおり交通規制が行われますので、同道路をご利用される方及び周辺住民の方々には大変
ご迷惑をおかけしますが、ご協力下さいますようよろしくお願いいたします。
※交通規制については、競技進行の状況により若干変更する場合があります。
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Information
IWADE

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情 

報
情 

報

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

町
内
小
・
中
学
校
の

授
業
日
数
・
授
業
時
数
が

変
わ
り
ま
す

（注）交通規制解除については、最終ランナー通過後、速やかに復旧し、解除します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【岩出警察署・岩出町・岩出町教育委員会・大会実行委員会】

「第29回 岩出マラソン大会」に伴う
交通規制のお知らせとお願い

― 平成18年4月1日  市制施行記念 ―

「第29回岩出マラソン大会」交通規制図〈平成18年3月12日㈰実施〉

県道粉河加太線

県
道
泉
佐
野
岩
出
線

県
道
泉
佐
野
岩
出
線

県
道
泉
佐
野
打
田
線

№
①
②
③

通行止区間（時間帯）
9:00～11:40
9:00～11:30
9:00～11:20

① ② ③

①

岩出町 紀の川市

CS

大門

国分屋

根来寺

近大緑花
センター

めっけ
もん広場

CS

若もの広場
（マラソン大会会場）

広域農道
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小
·中
学
校
に
お
け
る

卒
業
式
·入
学
式
の
ご
案
内

平
成
17
年
度
卒
業
式

　
中
学
校　

３
月
10
日
㈮
午
前
９
時
30
分
か
ら

　
小
学
校　

３
月
20
日
㈪
午
前
９
時
か
ら

平
成
18
年
度
入
学
式

　
小
学
校　

４
月
10
日
㈪
午
前
９
時
30
分
か
ら

　
中
学
校　

４
月
10
日
㈪
午
後
１
時
30
分
か
ら

　

平
成
18
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ

る
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
平
成
11
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
す
。
保
護
者
の
皆
様
に

は
、
就
学
通
知
書
を
発
送
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
万
一
、
通
知
の

届
い
て
い
な
い
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

　
岩
出
町
教
育
委
員
会　

教
育
部　

教
育
総
務
課

　

℡
62
│
２
１
４
１
（
内
線
２
７
４
）

根
来
塗
講
座
受
講
生
に

よ
る
作
品
展
示
の
お
知

ら
せ

　

民
俗
資
料
館
で
は
、
毎
年
受
講
生
の

方
々
に
よ
る
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

機
会
と
し
て
作
品
展
示
を
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
も
、
次
の
と
お
り
作
品
展
示

を
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
期
間　

３
月
26
日
㈰
か
ら

　
　
　
　
　
　

４
月
15
日
㈯
ま
で

　

展
示
場
所　

岩
出
町
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　

一
階　

企
画
展
示
室

　

開
館
時
間　

午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　

※

入
館
時
間
は
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　

30
分
ま
で

　

休
館
日　
　

毎
週
火
曜
日
・
祝
日
の

　
　
　
　
　
　

翌
日

　

入
場
料　
　

無
料

「
市
制
記
念
演
奏
会
」

の
お
知
ら
せ

　

平
成
18
年
４
月
１
日
の
「
岩
出
市
」

誕
生
を
記
念
し
、
岩
出
中
学
校
・
岩
出

第
二
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
並
び
に

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
児
童
に
よ
る
作

文
発
表
会
も
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

平
成
18
年
３
月
26
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時　

開
場
、

　
　
　
　
　
　

１
時
30
分　

開
演

○
場
所　

岩
出
町
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　

ア
リ
ー
ナ

○
出
演　
岩
出
中
学
校
・
岩
出
第
二
中
学
校

　
　
　
　

吹
奏
楽
部
合
同
バ
ン
ド

○
曲
目　

口
笛
吹
い
て
働
こ
う
（
デ
ィ

ズ
ニ
ー
「
白
雪
姫
」
よ
り
）

ほ
か

○「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

作
文
発
表

　

花
岡　

理
加
さ
ん
（
山
崎
小
）

　

田
嶋　

佑
風
さ
ん
（
中
央
小
）

《
問
い
合
わ
せ
先
》

岩
出
町
教
育
委
員
会

　

教
育
部　

教
育
総
務
課

　

℡
62
│
２
１
４
１
（
内
線
２
３
７
）

　

岩
出
町
民
俗
資
料
館
で
は
、
町
の
歴

史
・
文
化
に
つ
い
て
、
知
識
と
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
歴

史
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日　

時　

平
成
18
年
３
月
26
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

午
後
３
時
00
分
ま
で

場　

所　

岩
出
町
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

二
階　

大
会
議
室

テ
ー
マ　

身
近
な
岩
出
の
文
化
財

講　

師　

西
口　

朗
弘　

氏

　
　
　
　

岩
出
町
教
育
委
員
会
教
育
部

　
　
　
　

生
涯
学
習
課
職
員

参
加
費　

無
料

Information
IWADE

Information
IWADE

く
ら
し
の

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情 

報
情 

報
情 

報

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま
た
は
子
育

て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み
を
も
つ
保
護

者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
就
学
前
の

在
宅
幼
児
を
対
象
に
町
立
各
保
育
所
に

お
い
て
、
毎
年
５
月
か
ら
３
月
ま
で
の

月
１
回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30

分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間
前

か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し
ま

す
。

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で
実
施

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
各
保
育
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

3
月
の
開
放
日

保
育
所
名

電
話
番
号

平
成
18
年
３
月
9
日
㈭

平
成
18
年
３
月
14
日
㈫

平
成
18
年
３
月
16
日
㈭

平
成
18
年
３
月
22
日
㈬

平
成
18
年
３
月
23
日
㈭

平
成
18
年
３
月
28
日
㈫

山
崎
北
保
育
所

山
崎
保
育
所

上
岩
出
保
育
所

根
来
保
育
所

岩
出
第
二
保
育
所

岩
出
保
育
所

六
二
ー
〇
七
三
二

六
二
ー
二
八
四
四

六
二
ー
二
八
一
四

六
二
ー
二
七
〇
一

六
三
ー
〇
二
六
九

六
二
ー
二
四
〇
二

問い合わせ先
歴
史
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ
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岩
出
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
・
青
年
リ
ー
ダ
ー

募
集

　

岩
出
町
地
域
活
動
連
絡
協
議
会
で

は
、
次
の
と
お
り
リ
ー
ダ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

○
応
募
資
格

　

①
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

岩
出
町
在
住
の
中
学
１
年
生
〜
高

校
３
年
生

　

②
青
年
リ
ー
ダ
ー

岩
出
町
在
住
の
十
八
歳
（
高
校
卒

業
相
当
年
齢
）〜
二
十
五
歳

①
②
共
通

子
ど
も
会
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
方

○
活
動
内
容

ゲ
ー
ム
等
の
審
判
や
指
導
・
キ
ャ

ン
プ
等
イ
ベ
ン
ト
の
指
導

○
申
込
及
び
問
合
せ
先

申
込
は
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

岩
出
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
岩
出
町
地
域
活
動
連

絡
協
議
会
事
務
局

電
話
（
六
二
）
二
一
四
一

内
線　

二
八
三

※

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
申
込
締
切

第
１
回
締
切

平
成
18
年
４
月
21
日
㈮

以
降
毎
月
21
日
（
土
日
・
祝
日
の

場
合
は
翌
平
日
）

茶
道
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

│
茶
道
口
座
受
講
生
募
集
│

　

文
化
協
会
茶
華
道
ク
ラ
ブ
で
は
、
初

心
者
の
方
を
対
象
に
茶
道
講
座
を
開
講

い
た
し
ま
す
。
茶
道
の
基
本
を
楽
し
み

な
が
ら
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
気

楽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
み
方
法
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
日
時

　

平
成
18
年
５
月
〜
平
成
19
年
４
月

　

表
千
家　

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

　

裏
千
家　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

◎
場
所　

岩
出
地
区
公
民
館
２
階
和
室

◎
受
講
料　

無
料

但
し
、
材
料
費
（
茶
菓
子
料
等
）
と

し
て
一
回
1,000
円

◎
募
集
人
数　

表
千
家
・
裏
千
家
と
も

30
名（
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

◎
申
込
み
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
表
・
裏
千
家
の
い

ず
れ
か
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
お
申
込
み

下
さ
い
。

◎
申
込
み
先

　

〒
６
４
９
│
６
２
９
２

　

岩
出
町
西
野
209
番
地

　

岩
出
町
教
育
委
員
会
内

　
　
　

文
化
協
会
事
務
局
ま
で

◎
申
込
み
締
切

　

３
月
24
日
㈮
必
着

但
し
、
少
人
数
の
場
合
は
中
止
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
先

表
千
家　

大
野　

潤　

62
│
５
１
０
６

裏
千
家　

藤
田
弘
子　

62
│
２
３
９
８

根
来
塗
講
座
受
講
生

募
集

　

民
俗
資
料
館
で
は
、
貴
重
な
文
化
遺

産
で
あ
る
根
来
塗
を
地
域
文
化
の
伝
統

工
芸
と
し
て
広
め
、
そ
の
技
術
を
永
く

後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
文
化
の
あ

る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
、根
来
塗
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
受
講
生
を
左
記
の
と

お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

○
受
講
対
象
者

　
　
　

町
内
在
住
者

　

○
募
集
定
員

　
　
　

７
名　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
し
ま
す
。

　

○
講
座
日

講
座
は
、
毎
週
水
曜
日
と
土
曜

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
月
２
回
受
講
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

○
受
講
期
間

　
　
　

３
年

　

○
申
込
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
ご

記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
な
お
、
電
話
に
よ
る
受
付

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

○
申
込
期
限

　
　
　

平
成
18
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

　

○
申
込
先

　
　
　

〒
６
４
９
│
６
２
０
２

岩
出
町
大
字
根
来
２
３
０
６
│

１

　
　
　

岩
出
町
民
俗
資
料
館
あ
て

　

○
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

岩
出
町
民
俗
資
料
館

　
　
　

電
話
63
│
１
４
９
９

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
１
回
ワ
ー
ド
（
中
級
）
教
室

　

文
書
作
成
を
し
た
い
初
心
者
の
方
が

対
象
で
す
。

【
内
容
】
基
本
操
作
・
文
字
入
力
・
文

書
の
作
成
・
編
集
・
印
刷

【
受
講
料
】
1,050
円

【
日
程
】

５
月
９
・
16
・
23
・
30
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

１
講
座
４
日
間
の
受
講
に
な
り
ま

す
。

【
応
募
資
格
】
岩
出
町
民
の
方

　
　
　
　
　
　
（
学
生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に「
第
１
回
ワ
ー
ド（
中

級
）
教
室
」・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
３
月
24
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
649
│
6292
岩
出
町
大

字
西
野
209　

岩
出
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課　

公
民
館
係
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、申
込
多
数
の
場
合
、

抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。行

政
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ

日
時　

３
月
23
日
（
木
曜
日
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー

　
　
　

金
池
92
番
地

電
話　

岩
出
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

63
│
３
２
４
６
㈹

　

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

募　　
集

募　　
集

募　　
集

募　　
集

相　

談

相　

談

相　

談

相　

談

HOT  NEWS
IWADE

ま
ち
の

ま
ち
の

ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス



　

有
機
栽
培
や
無
農
薬
栽
培
で
、
野
菜

等
を
家
庭
で
、
作
り
た
い
人
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
民
農
園
の
利
用
者
を
募

集
い
た
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
左
記
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
但
し
、
同
一
世
帯
に
つ
き
一
通
の

応
募
と
し
、
既
に
農
園
を
利
用
さ
れ
て

る
方
及
び
、
同
世
帯
の
方
は
応
募
で
き

ま
せ
ん
。

一
、
応
募
要
領

　

場
所
及
び
区
画
数
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

場
所　

溝
川
農
園　

三
区
画

　
　
　
　

船
戸
農
園　

八
区
画

　
　
　
　

中
黒
農
園　

一
区
画

　
　
　
　

中
迫
農
園　

一
区
画

　

利
用
料
金　

年
一
、○
○
○
円

　

広
さ　

約
三
○
平
方
メ
ー
ト
ル

　

期
間　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一

年
間

　

申
込
等
日
程　

◎
申
込
締
切
日

　

平
成
十
八
年
三
月
十
七
日
㈮
必
着

◎
申
込
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
で
例
の
と
お
り
記
入
し

て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

但
し
、
募
集
人
員
を
オ
ー
バ
ー
し
た

場
合
に
は
、
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　

抽
選
会
予
定
日
時

　

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日
㈮

　

午
後
二
時
か
ら

場
所　

岩
出
町
役
場

　
　
　

第
六
会
議
室
（
三
階
）

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
業
部

農
林
経
済
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
（
電
話　

六
二
│
二
一
四
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
二
三
五

　

皆
さ
ん
は
、
受
け
た
医
療
に
対
し
て

関
心
を
持
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

私
た
ち
が
医
療
費
と
し
て
考
え
る
の

は
、
一
般
に
窓
口
で
支
払
う
金
額
（
一
部

負
担
金
等
）
で
す
が
、
実
際
に
は
そ
の

何
倍
も
の
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
医
療
費
が
節
約

で
き
る
か
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
、
信
頼
で
き
る
近
く
の
か
か
り
つ
け
医

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

大
病
院
は
、
診
療
科
ご
と
に
専
門
医

が
い
て
、
設
備
も
充
実
し
て
い
ま
す
が
、

本
来
高
度
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

で
、
特
別
料
金
が
患
者
負
担
と
し
て
加

算
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
一
日
仕
事
と

な
る
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
診
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

二
、
重
複
受
診
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
は
、
医
療
費
が
か
か
る
ば

か
り
で
な
く
自
分
の
身
体
に
も
負
担
が

か
か
り
ま
す
。
出
来
る
だ
け
避
け
ま
し

ょ
う
。

三
、
時
間
外
受
診
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

診
療
時
間
外
に
受
診
す
る
と
、
割
増

料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
救
急
の
場
合
は
別
と

し
て
、
時
間
外
受
診
を
す
る
の
は
避
け

ま
し
よ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
簡
単

な
手
続
き
を
す
る
だ
け
で
金
融
機
関
や

郵
便
局
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

引
き
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
口
座

振
替
に
す
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
毎
月
金
融

機
関
の
窓
口
に
出
向
く
手
間
も
省
け
、

う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
心
配
も
あ
り
ま

せ
ん
。
新
年
度
を
迎
え
る
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
方
法
に
は
、
毎
月
の
保

険
料
を
翌
月
末
に
納
付
す
る
「
毎
月
納

付
」、
１
年
分
又
は
半
年
分
の
保
険
料

を
ま
と
め
て
納
付
す
る
「
前
納
割
引
納

付
」、
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に

納
付
す
る
「
早
割
納
付
」
が
あ
り
ま
す
。

　

お
申
込
み
は
、
金
融
機
関
や
郵
便
局

の
窓
口
に
納
付
書
（
又
は
年
金
手
帳
）・

預
貯
金
通
帳
・
口
座
届
出
印
を
持
参
し
、

備
付
け
の
口
座
振
替
依
頼
書
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
付
書
に
同
封

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
町
役
場
国
民
年
金

係
で
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
18
年
４
月
分
の
保
険
料

か
ら「
前
納
割
引
納
付
」や「
早
割
納
付
」

を
ご
利
用
の
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務

所
の
処
理
の
都
合
上
、
平
成
18
年
３
月

17
日
㈮
ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

　

く
わ
し
く
は
、
保
険
年
金
課
、
国
民

年
金
係
（
内
線
１
６
４
〜
１
６
６
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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（
記
入
例
）

50 649-6292

岩
出
町
役
場  

事
業
部

農
林
経
済
課　

行

岩
出
町
大
字
西
野
２
０
９
番
地

町
民
農
園
申
し
込
み

希
望
場
所（　
　
　
　

）農
園

住　
　

所

氏　
　

名

電
話
番
号

ウ ラ オ モ テ

町民農園  利用者町民農園  利用者町民農園  利用者

追加
募集

老
人
医
療
費
の
上
手
な
使
い
方
⁉

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
納
期
限
か
ら
一
年
を

経
過
し
て
も
納
付
し
な
い
場
合
は
、「
資

格
証
明
書
」
の
交
付
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
と

一
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る
場
合

と
同
様
に
国
保
税
は
、課
税
さ
れ
ま
す
。

二
、
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

後
日
申
請
に
基
づ
き
国
保
か
ら
給

付
割
合
に
応
じ
て
払
い
戻
し
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保

険
給
付
の
全
額
又
は
一
部
を
差
し
止

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
年
金

課
国
保
係
ま
で
納
税
相
談
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。 国

保
税
を

滞
納
す
る
と

国
保
税
を

滞
納
す
る
と

　平成17年度国民健康保険税第10期
分の納期限は、3月31日です。
　期日に遅れないようお納めください。
　便利で確実な口座振替制度をご利用く
ださい。

国民健康保険税 納期



　

岩
出
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
出
産
を
予
定
し
て
い
る
方
の

出
産
資
金
を
必
要
と
す
る
世
帯
主
に
、

そ
の
資
金
を
貸
し
付
け
る
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

◎
貸
付
対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
加
入

者
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

の
要
件
に
該
当
す
る
被
保
険
者
の
方
が

あ
り
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
に
限

り
ま
す
。

⑴
一
か
月
以
内
に
、
出
産
を
予
定
し
て

い
る
方

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
、
医
療
機
関
等
か

ら
出
産
に
要
す
る
費
用
の
請
求
を
受

け
て
い
る
方
、
ま
た
は
、
既
に
そ
の

費
用
を
支
払
っ
た
方

◎
貸
付
額

　

出
産
育
児
一
時
金
支
給
見
込
額
（
30

万
円
）
の
５
分
の
４
を
限
度
と
し
ま

す
。

◎
貸
付
利
息

　

無
利
息

◎
貸
付
申
し
込
み

　

資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う
と
す

る
世
帯
主
は
、
申
込
書
に
次
の
い
ず
れ

か
に
定
め
る
書
類
を
添
付
し
て
、
国
保

係
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
出
産
予
定
日
前
１
か
月
以
内
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
及
び
医
療
機
関
等
か
ら
の

出
産
に
要
す
る
費
用
の
内
訳
が
記
載

さ
れ
た
請
求
書
ま
た
は
領
収
書

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
福

祉
部
保
険
年
金
課
国
保
係
内
線
ま
で

（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）

◎
対
象
と
な
る
方

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

で
、次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

（
退
職
被
保
険
者
本
人
）と
そ
の
被
扶
養

者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な

い
方
。

②
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど

（
国
民
年
金
は
除
く
）の
老
齢（
退
職
）

年
金
を
受
け
て
い
て
、こ
れ
ら
の
年
金

制
度
の
加
入
期
間
が
20
年
以
上（
ま

た
は
40
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
10
年

以
上
）あ
る
方
。

　

右
記
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、年
金
を

も
ら
う
手
続
き
を
す
る
と
年
金
証
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、年
金
証
書
・
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・
印
鑑
を
ご

持
参
の
う
え
、
14
日
以
内
に
国
保
係
へ

届
け
出
て
下
さ
い
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、生
活
福
祉

部
保
険
年
金
課
国
保
係
ま
で

　

電
話
62
│
２
１
４
１

　
　
　
　

（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）
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こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は

国
保
の
窓
口
へ
14
日
以
内
に
届
け
出
ま
し
ょ
う

こ ん な と き
他の市区町村から転入してきたとき 印鑑

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪失証明書
（資格喪失日のわかる書面）職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

必 要 な も の
〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

▼国保にはいるとき

▼国保をやめるとき

▼その他の届け出〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き
退職者医療制度の対象となったとき 印鑑、保険証、年金証書
町内で住所が変わったとき

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、いっしょになったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書

保険証をなくしたり、よごれて使えなくなったとき 印鑑、身分を証明するもの
（使えなくなった保険証）

必 要 な も の

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き
他の市区町村に転出するとき 印鑑、保険証
職場の健康保険にはいったとき

印鑑、国保と健保の両方の保険証職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被保険者が死亡したとき 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

必 要 な も の

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また国保税納付も国保の資格を得た月からですので届け出がおくれないようにしましょう。
おくれるとさかのぼって納めなければなりません。

気をつけましょう！

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金
貸
付
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金
貸
付
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て



平
成
18
年
度

浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金
申
請

に
つ
い
て

　

来
年
度
（
平
成
18
年
４
月
１
日
〜
平

成
19
年
３
月
31
日
）
に
浄
化
槽
を
設
置

さ
れ
る
方
に
つ
い
て
、
補
助
金
申
請
の

募
集
を
い
た
し
ま
す
。

　

募
集
期
間
、
条
件
等
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
広
報
い
わ
で
４
月
号
に
掲

載
い
た
し
ま
す
。

平
成
18
年
度

第
１
回
粗
大
ご
み
収
集
を
実
施

し
ま
す
。

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
粗
大
ご
み
等

の
収
集
を
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
実

施
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
、
収

集
依
頼
申
出
書
記
入
紙
を
広
報
内
に
掲

載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

広
報
い
わ
で
４
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。

平
成
18
年
度

狂
犬
病
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

飼
う
犬
は
、
毎
年
一
回
４
月
〜
６
月

に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

岩
出
町
で
は
、
４
月
中
に
町
内
９
箇

所
に
お
い
て
集
合
注
射
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
会
場
に
お
い

て
受
け
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
日
程
・
場
所
等
詳
細
に
つ
い

て
は
、
４
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

ま
た
、
集
合
注
射
に
来
れ
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
お
近
く
の
動
物
病
院
で
受

け
て
下
さ
い
。

　

犬
を
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
犬
の

飼
い
主
が
変
更
さ
れ
た
り
、
飼
い
犬
が

死
亡
し
た
時
は
生
活
環
境
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
度

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助
に

つ
い
て

　

岩
出
町
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
ご
み
の
減
量
化
及
び
堆
肥
化
に
よ
る

資
源
の
再
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
図

る
た
め
、
生
ご
み
処
理
容
器
に
つ
い
て

購
入
価
格
の
二
分
の
一
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
容
器
（
Ａ
）
タ
イ
プ
20

基
、（
Ｂ
）
タ
イ
プ
20
基
程
度
の
補
助

枠
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
、

印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
生
活
環
境
課
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
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生
活
環
境
の
ペ
ー
ジ

生活環境に関する
お問い合せは
生活環境課
℡ 62-2141
内線185･186まで

（※上記金額は、消費税を含みます。）

生ごみ処理容器（A）

品　　　名 購入価格

6,279円

補助金

3,139円 3,140円

個人負担額

（発酵促進剤付）

生ごみ処理容器（B） 3,307円 1,653円 1,654円
（発酵促進剤付）

●合併処理浄化槽の働き
合併処理浄化槽を設置することで、きれいな水を身近
な環境に返して、豊かな自然を守ることができます。
環境の保全にとっては良いことづくめですが、そのた
めには合併処理浄化槽を設置した後の維持管理がきち
んとされなければなりません。
●機能
合併処理浄化槽の機能は、汚れの指標であるBOD（生
物化学的酸素要求量）除去率が90％以上、放流水の
BODは20mg/ℓ以下となっています。
生活排水の中の汚濁物質量（BOD量）は、1人1日当
たり4gといわれています。合併処理浄化槽で処理すれ
ば、この汚れがわずか4g以下に減ります。BOD量が多
い台所や洗濯、風呂などの生活雑排水が処理されない
単独処理浄化槽やくみ取りトイレの家庭と比較する
と、その処理効果の差は非常に大きくなっています。
●汚れがきれいになる理由
汚水の中の汚物を浄化する主役は、浄化槽の中のたく
さんの種類のバクテリアや原生動物などの微生物で
す。ところが、微生物は案外気難しやで、活発に働か
せるためには、微生物が働きやすい環境を整えてやら
なければなりません。
合併処理浄化槽の中では、そこに棲む微生物によって
汚物が分解、浄化され、その後浄化された水だけが放
流され、汚泥はそのまま浄化槽の中に残ります。残っ
た汚泥は、年に1回、専門の清掃業者によって引き出
す必要があります。

合併処理浄化槽は
水をきれいにします
合併処理浄化槽を設置した場合は、
単独処理浄化槽の場合に比べ、川などに放流される
汚れの量が８分の１になります。

申告と納税はもうお済みですか？申告と納税はもうお済みですか？
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　ご協力ありがとうございました。なお、資源ごみや一般ごみは、必ず町指定袋に品目ごとに分別して、
収集当日の午前8時までに、区・自治会等で決められたごみステーションに出して下さい。

みんなでつくろう!ごみのない町･きれいな町･美しいふるさとづくり

ごみのことで判らないことがあればお気軽にお問い合わせ下さい。
生活環境課　62 - 2 1 4 1／岩出クリーンセンター　62 - 0 8 1 4

町
全
域
分
別
収
集
実
施
に
伴
う

町
全
域
分
別
収
集
実
施
に
伴
う

3月
の不燃物と
資 源 ご み
回　収　日

区　　　域
県道泉佐野岩出線東側地域
県道泉佐野岩出線西側地域

不　燃　物
3月 1 日と3月15日の第1と第3の水曜日

3月 8 日と3月22日の第2と第4の水曜日

毎週金曜日

毎週木曜日

資　源　ご　み

収集（回収）日は、日程どおり実施します。（不燃物）第5水曜日の不燃物の回収はありません。

廃
棄
物
処
理
量
と

資
源
回
収
量
の

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

比
較
量

資源ごみ回収量についての比較
期　間 平成17年12月

数量（㎏）
平成16年12月

数量（㎏）
比較量
数量（㎏）品　名

期　間品　名

その他のプラスチック
ペットボトル
ダンボール
紙 パ ッ ク
衣　　　　類
新　　　　聞
雑誌・チラシ
合　　　　計

一般可燃ごみ（生ごみ類）
一般不燃ごみ（缶･ビン類）
資 源 ご み

粗大ごみ（可燃性のもの）
粗大ごみ（不燃性のもの）
雑草（前処理分）
処 理 量 合 計
不法投棄処理費用（円）
一般持込件数（件）

4 5 , 9 6 0
6 , 9 3 0

3 3 , 9 3 0
3 0 0

1 4 , 0 2 0
6 , 8 9 0

2 0 , 4 3 0
1 2 8 , 4 6 0

5 7 , 0 9 0
2 , 6 4 0

3 1 , 9 9 0
6 1 0

1 9 , 1 8 0
8 , 6 5 0

1 4 , 5 3 0
1 3 4 , 6 9 0

- 1 1 , 1 3 0
4 , 2 9 0
1 , 9 4 0
- 3 1 0

- 5 , 1 6 0
- 1 , 7 6 0
5 , 9 0 0
- 6 , 2 3 0

クリーンセンター廃棄物取扱い処理量の比較
平成17年12月

数量（㎏）
平成16年12月

数量（㎏）
比較量
数量（㎏）

1 , 3 5 8 , 3 4 0
1 3 1 , 5 7 0
1 2 8 , 4 6 0
2 1 2 , 5 0 0
1 2 7 , 6 8 0
4 2 , 0 4 0

2 , 0 0 0 , 5 9 0
7 3 , 5 0 0
2 , 1 8 0

1 , 2 1 7 , 7 3 0
9 0 , 9 1 0

1 3 4 , 6 9 0
2 6 8 , 1 8 0
1 3 7 , 1 4 0
2 0 , 7 2 0

1 , 8 6 9 , 3 7 0
1 0 5 , 0 0 0

2 , 0 1 0

1 4 0 , 6 1 0
4 0 , 6 6 0
- 6 , 2 3 0
- 5 5 , 6 8 0
- 9 , 4 6 0
2 1 , 3 2 0

1 3 1 , 2 2 0
- 3 1 , 5 0 0

1 7 0

岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、
「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証等住所確認が出来る証明書」

による住所確認を実施します。各自、ご理解とご協力をお願いいたします。

「使い捨てライター」や、「カセットボンベ」などのガス充填式容器は、火災の原因となり
ますので、不燃物収集日や不燃粗大として処理する場合は、容器内のガスを完全に

使い切り、残留ガスがない状態にして処理して下さい。

　

平
成
一
七
年
度
浄
化
槽
補
助
金
の
中

で
欠
基
が
出
ま
し
た
の
で
左
記
の
と
お

り
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

○
応
募
期
間

平
成
一
八
年
二
月
一
五
日
㈬
か
ら

平
成
一
八
年
三
月
一
五
日
㈬
ま
で

○
募
集
基
数
・
補
助
金
額

５
人
槽　

七
基　

三
五
四
、〇
〇
〇
円

７
人
槽　

一
基　

四
一
一
、〇
〇
〇
円

○
そ
の
他

　

応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
浄

化
槽
工
事
を
確
実
に
完
了
出
来
る
こ

と
。

※
応
募
条
件
・
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、

生
活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

税務課から
お知らせ
税務課から
お知らせ

納
税
は
便
利
で
確
実
な

　

口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平成17年度
浄化槽設置整備事業
補 助 金 追 加 募 集

について



支援を包括的に行う中核機関が、地域包括支援センター
です。新制度施行により平成 18 年 4 月から新たに創設
される機関であり、岩出町では直営で運営していきます。
詳しくは広報４月号でご紹介します。

○地域支援事業とは
　地域支援事業とは、地域の高齢者がいつまでも介護を
必要とせず自立して暮らせるように、市町村が主体とな
って行う事業です。要介護認定を申請して非該当になっ
た人や自立して生活しているが下肢機能の低下や閉じこ
もりなどが心配される人を主な対象としています。具体
的には、運動機能の向上、栄養改善、閉じこもり・認知
症の予防や支援などを行います。

○新予防給付とは
　高齢者が生きがいを持って毎日の生活を送れるよう
に、その人の心身の衰えを予防する取り組み（介護予防
サービス）のことをいいます。広報２月号でご紹介した
ように、新しい要介護認定を申請した人は、非該当、要
支援１・２、要介護１～５に認定されます。このうち、
要支援１・２に認定された人が利用するサービスが新予
防給付にあたります。要支援者は、関節の痛みなどを原
因として徐々に生活機能が低下する症状の人が多いこと
が特徴で、早い時期に予防とリハビリテーションを行う
ことで生活機能を改善できる可能性があります。そのた
め、本人の意欲を高めながら予防のサービスを受けるこ
とが大切です。
　一人ひとりにあった効果的な介護予防サービスを提供
できるように、「地域包括支援センター（＊）」が中心と
なってケアプランを作成し、一定期間ごとに効果を評価
しながらサービスを利用します。
（＊）「地域包括支援センター」・・・高齢者が住みなれ
た地域で自立した生活を送れるように、心身の健康維持、
保健・福祉・医療の向上、生活の安定のために必要な援助、
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介護保険の介護保険の
ご案内ご案内

介護保険の介護保険の
ご案内ご案内
介護保険の介護保険の
ご案内ご案内

介護保険の
ご案内
お問い合わせは

62-2141（内線189・196）
介護保険係まで

平成１８年４月から
新しい介護保険制度が
施行されます（一部は平成１７年１０月から施行済み）

今回は、新予防給付と地域支援事業についてご案内します。

全ての高齢者（６５歳以上）
要介護認定を申請した人

非該当 要支援１・２ 要介護１～５

要支援・要介護
になる

おそれのある人

・地域支援事業の対象となります。
・地域包括支援センターの保健師
等が簡易な介護予防プランを作成
します。

・新予防給付の対象となります。
・地域包括支援センターの保健師
等が介護予防プランを作成しま
す。

・介護給付の対象となります。
・居宅介護支援事業所のケアマネ
ジャーがケアプランを作成します。

地域支援事業の介護予防サービス
を利用
（例）運動機能の向上訓練など

新予防給付（介護予防サービス）
を利用
（例）介護予防通所介護など

介護給付（介護サービス）を利用
（例）通所介護など

おはなし室

一般図書閲覧室

サービスカウンター

リスニングコーナー 視聴覚コーナー

レファレンスコーナー たたみコーナー 読書席

介護保険料普通徴収 納期
第１号被保険者（65歳以上）

平成17年度介護保険料第10期分の納期限は、
3月31日㈮です。
期日に遅れないようお納めください。
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　4月にオープンする新図書館利用カードの申込み受付を行っています。
　利用カードの申込みは開館後も随時行いますが、開館当初は混雑が予想されますの
で、できるだけ早めにお申込下さい。なお、現在お使いいただいているライブラリーカード
は、4月以降お使いになることができません。

図書館づくり図書館づくり
最終回

主役主役主役みんなが　　　　のみんなが　　　　の

シリーズ 新図書館利用カードの事前登録のお知らせ!!

登録受付
■受付期間
３月２０日㈪まで
■受付場所
岩出町教育委員会生涯学習課
■登録の際に必ずお持ちいただくもの
氏名・生年月日などが確認できるもの
（例：運転免許証・健康保険証・学生証など。なお、登録
できるのはご本人のみです。）

カード交付
■お渡し日
　３月１０日㈮から３月２０日㈪まで
■受け取り場所
岩出町教育委員会生涯学習課
３月１０日から２０日までの受付分については、新図
書館開館後、新図書館でお渡しすることになります。

その他
■新しい利用カードは新図書館および駅前ライブラリ
ー、総合保健福祉センター図書室、各公民館図書室

共通でお使いいただけますので、複数の図書館での
重複発行はできません。

■土・日・祝日は登録受付・カード交付もお休みします。
■町内小・中学校に通学されている児童・生徒について
は、別途登録をいたしますので今回の事前登録は必
要ありません。

■なお、今回、事前登録されない方は、新図書館開館後
の初回利用時に登録をお願いいたします。（開館後
は随時登録受付をいたします。）

Ｑ１　新しい利用カードはいつから使えるように
なりますか？
　平成18年4月の新図書館開館時からご利
用いただけます。カードはそれまで大切に
保管してください。また、それまでは現在
お持ちのカードをお使いいただくことにな
ります。

Ｑ２　新しい図書館ではこれまでとサービスがど
のようにかわりますか？
　新図書館・駅前ライブラリー・総合保健
福祉センター図書室・中央公民館図書室・
上岩出地区公民館図書室がコンピュータで
結ばれ、全館の本を同時に探したり、本の
予約をすることができるようになります。

Ｑ３　住まいが岩出町以外の住所ですが登録でき
ますか？
　町外にお住まいの方でも岩出町に通勤・
通学されている方は登録できます。通勤・
通学の証明できるものが必要です。

Ｑ４　なぜ登録の際に氏名・生年月日などが確認でき
るものが必要なのですか？
　利用カードの重複登録等を防ぐために運
転免許証や健康保険証などの証明書をもっ
てお名前と生年月日を確認させていただき
ます。ご協力お願いいたします。

Ｑ５　今回の事前登録をしなかった場合はどうな
りますか？
　新図書館開館後、最初にご利用いただく
際に登録していただきます。

その他のお問い合わせは、図書館開設準備室まで

図書施設からお知らせ
3月1日から全面休館3月1日から全面休館

新図書館オープン（3月末）までの間は、全面休館となります。

【対象図書施設】
・駅前ライブラリー　・総合保健福祉センター図書室
・中央公民館図書室　・上岩出地区公民館図書室

利用者のみなさんには、大変ご不便をおかけしますが、ご協力
をお願いします。

MAP
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保健事業予定表
（平成18年3月、平成18年4月）

平成18年3月 平成18年4月 両月とも

事　業　名 実  施  日 内　　　容 実  施  日 内　　　容 受 付 時 間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

乳
幼
児
健
康
相
談

予
防
接
種
栄
養
教
室
健
康
相
談

妊婦教室

フリー開放
（機能訓練室）

献　　血

4か月児

7か月児

1歳8か月児

3歳6か月児

10か月児

2歳6か月児

〈通知〉平成17年12月生まれ
〈対象〉6か月未満の未接種者

H17年12月生まれ

H17年 9 月生まれ

H16年 8 月生まれ

H14年 9 月生まれ

H17年 5 月生まれ

H15年 9 月生まれ

歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせについて

健康や育児等に
ついて相談

機能訓練室の
フリー開放

離　乳　食

24日㈪

25日㈫

18日㈫

19日㈬

11日㈫

12日㈬

14日㈮

21日㈮

11日㈫

12日㈬

14日㈮

21日㈮

17日㈪

5日㈬

20日㈭

毎週月曜日

3日㈪
28日㈮

ＢＣＧ

離乳食

一般健康相談

10:00～12:00

13:00～16:00

10:00～12:00

13:00～16:00

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:30

9:00～  9:30

9:00～  9:30

13:15～13:30

13:45～14:00

9:30～11:30

13:00～16:00

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

成分及び一般献血
（16～69歳）
65歳以上の方は60
～64歳の時に1回
でも経験のある方

4月8日㈯

ミレニアシティ
オークワ

〈通知〉平成17年11月生まれ
〈対象〉6か月未満の未接種者

H17年11月生まれ

H17年 8 月生まれ

H16年 7 月生まれ

H14年 8 月生まれ

H17年 4 月生まれ

H15年 8 月生まれ

・交流会

健康や育児等に
ついて相談

機能訓練室の
フリー開放

離　乳　食

27日㈪

28日㈫

14日㈫

15日㈬

7日㈫

8日㈬

10日㈮

17日㈮

7日㈫

8日㈬

10日㈮

17日㈮

20日㈪

1日㈬

23日㈭

毎週月曜日

6日㈪
24日㈮

成分及び一般献血
（16～69歳）
65歳以上の方は60
～64歳の時に1回
でも経験のある方

3月5日㈰

岩出町総合保健
福祉センター

成分及び一般献血
（16～69歳）
65歳以上の方は60
～64歳の時に1回
でも経験のある方

3月9日㈭

役　場
（成分献血）

13:00～14:30
3月分

13:00～14:00
4月分
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（
受
付
終
了
16
時
30
分
）

　

夜
間　

20
時
〜
23
時

　
　
　
　
　
　
（
受
付
終
了
22
時
30
分
）

（
土
曜
日
）

　

夜
間　

20
時
〜
23
時

　
　
　
　
　
　
（
受
付
終
了
22
時
30
分
）
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保
健
推
進

だ
よ
り

保
健
推
進

だ
よ
り

保
健
推
進

だ
よ
り

総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400

3　
　
　

月

月 日 曜

5

12

19

21

26

日

日

日

火

日

歯科医院名 住　　　所（診） TEL（診）

西 野 歯 科 医 院

中 西 歯 科 医 院

は ぎ は ら 歯 科

も り も と 歯 科

加 山 歯 科

岩出町北大池角田78-7

紀の川市貴志川町長山277-176

紀の川市貴志川町長原102

岩出町山田4-7

紀の川市打田西大井波分93-2

62-4556

64-7234

64-8850

69-2688

77-5655

̶̶̶ 休日歯科急患当番表 ̶̶̶ 那賀郡歯科医師会

　

診
療
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
12
時

ま
で
と
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
で

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
那
賀
郡
町
村

会
事
務
局
61
│
０
０
４
０
ま
で

※
受
診
の
際
は
、
電
話
等
で
確
認
の
う
え
御
来

院
く
だ
さ
い
。

※
当
番
医
が
急
に
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
電
話
が
通
じ
な
い
と
き
は
消
防
署

（
0
7
3
6
│
6
1
│
1
7
9
1
・
0
7
3
6
│
6
1

│
0
1
1
9
）
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
曜
祝
日
の

休
日
歯
科
診
療

の
お
知
ら
せ

～岩出町生活研究グループ協議会
　　　　　　大会に出展された料理から～
　今月は、「なばなのごまみそ和え」をご紹介します。繊維質がたっぷりの
なばなはダイエットの味方です。

料理名 グループ名 なかよしグループ

材　料（4人分） 作り方

なばな ３００ｇ
人参（小） １本
卵　 ２個
塩（なばなを湯がくため）
 少々
ごまみそだれ材料
白ごま 大さじ６
みそ 大さじ３
みりん 大さじ１
しょう油 大さじ１

米
や
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

①　なばなは、色よく塩茹でして、２～３㎝位に切り水
気をきる。

②　人参は、千切りにし、さっとゆがく。
③　卵は、薄く焼き、千切りにする。
④　ごまは、香りよく煎り、すり鉢でよくすり、みそ、みり
ん、しょう油を和える。

岩出町特産のなばなを、風味豊かなごまと手作りみそ
で和えました。

なばなのごまみそ和え

私たちが

考案しまし
た



　

⑻
中
学
生
女
子　

団
体

　

⑼
高
校
・
一
般
男
子　

団
体

　

⑽
高
校
・
一
般
女
子　

団
体

※

⑺
〜
⑽
の
種
目
全
て
を
４
〜
６

人
制
と
し
、
オ
ー
ダ
ー
は
Ｓ
・

Ｓ
・
Ｗ
・
Ｓ
・
Ｓ
と
す
る
。

※

中
学
３
年
生
は
高
校
一
般
の
部

と
す
る
。

○
参
加
資
格　

町
内
在
住
ま
た
は
、
町

内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る

方

○
参
加
料　

無
料

○
参
加
申
込　

岩
出
町
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　

３
月
22
日
㈬

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
締
め
切
り

○
主
催　

岩
出
町
卓
球
協
会

○
日
時　

平
成
18
年
３
月
25
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
開
会

○
会
場　

岩
出
町
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ア
リ
ー
ナ
）

○
種
目

　
【
個
人
戦
】

　

⑴
小
学
生
男
子　

シ
ン
グ
ル
ス

　

⑵
小
学
生
女
子　

シ
ン
グ
ル
ス

　

⑶
中
学
生
男
子　

シ
ン
グ
ル
ス

　

⑷
中
学
生
女
子　

シ
ン
グ
ル
ス

　

⑸
高
校
・
一
般
男
子　

シ
ン
グ
ル
ス

　

⑹
高
校
・
一
般
女
子　

シ
ン
グ
ル
ス

　
【
団
体
戦
】

　

⑺
中
学
生
男
子　

団
体

な
お
、
講
習
会
時
間
中
は
、
卓
球
・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

・
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が
必
要

で
す
。

・
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は
応
急

処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の

責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
制
限

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

町
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア
リ
ー
ナ

（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開
放
し
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、
健
康
と
体
力
の
保
持
増
進

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

３
月
18
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

○
種
目

　
　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
他

☆
３
月
18
日
㈯
13
時
よ
り
１
時
間
程

度
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
講
習
会
を
行

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

第
19
回
和
歌
山
県
紀
北
中
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
17
年
12
月
25
日
㈰

○
場
所　

和
歌
山
県
立
橋
本
体
育
館

○
結
果

《
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
》

　

２
位　

山
東
俊
介
（
岩
出
中
学
校
）

　

３
位　

尾
方
裕
樹
（
岩
出
中
学
校
）

《
男
子
ダ
ブ
ル
ス
》

　

優
勝　

山
東
俊
介
・
尾
方
裕
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
出
中
学
校
）

新
春
少
年
剣
道
大
会

○
日
時　

平
成
18
年
１
月
15
日
㈰

○
場
所　

和
歌
山
市
松
下
体
育
館

○
結
果

　
【
個
人
戦
】

　
　
　

小
学
生
高
学
年
男
子
の
部

　
　
　
　

優　

勝　

土
井　

昂
祐

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
出
ス
ポ
少
）

　
　
　

小
学
生
低
学
年
女
子
の
部

　
　
　
　

第
３
位　

石
井　

優
月

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
出
ス
ポ
少
）
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主
な
大
会
結
果

主
な
大
会
結
果

主
な
大
会
結
果

第34回岩出町民卓球大会開催
のお知らせ

「総合体育館アリーナ」で遊ぼう！
（ニュースポーツ講習会も実施！）

戸
隠
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
出
町
ス
キ
ー
連
盟
）

　1 月 28 日・29 日に 30 人が参加して（最高齢参
加者 73 歳）、多くの積雪と晴天に恵まれた絶好の
コンディションの下、講習を受講する人・自由に
滑降する人など、技術向上を図ってきました。

※写真「スキー場頂上の参加者」
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公民館公民館
だよりだより
公民館
だより
公民館
だより
3月行事予定

文化教室受講生へのお知らせ（3月1日～3月31日） 　公民館に関するお問い合
わせは、教育委員会生涯学習
課または各地区公民館まで

生涯学習課（中央公民館
　　　　　　・陶芸館）　
　　　　代表☎62-2141
　　　　直通☎61-6963
岩出地区公民館
　　　　　　☎63-3707
山崎地区公民館
　　　　　　☎63-3661
紀泉台地区公民館
　　　　　　☎62-8913
根来地区公民館
　　　　　　☎62-8206
上岩出地区公民館
　　　　　　☎62-8205
桜台地区公民館
　　　　　　☎63-1151

公民館だよりに関するお問い
合わせは、生涯学習課まで

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

　

・
閉
講
式

　

・
ビ
デ
オ

　
　
「
子
ど
も
連
れ
去
り
被
害
防
止
」

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
時
＝
３
月
８
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
時
＝
３
月
10
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
時
＝
３
月
13
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
時
＝
３
月
14
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
時
＝
３
月
15
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

留
守
た
の
む
夫
の
お
で
ん
に
文
添
え
し　
　
　

梅
本　

喜
美
代

木
枯
が
吹
き
の
ら
猫
を
案
じ
お
り　
　
　
　
　

小
倉　

豊
子

山
茶
花
や
ふ
た
り
の
思
ひ
こ
の
庭
に　
　
　
　

金
岡　

芳
子

地
味
ぐ
ら
し
肩
に
ス
カ
ー
フ
枯
木
立　
　
　
　

木
村　

愛
子

木
枯
は
吼
え
ぼ
う
ぼ
う
と
ス
ト
ー
ブ
燃
ゆ　
　

金
城　

清
弘

定
刻
に
列
車
は
通
る
木
枯
に　
　
　
　
　
　
　

竹
谷　

百
合
子

木
枯
の
し
ば
し
止
み
た
る
静
寂
か
な　
　
　
　

田
中　

梨
雪

帰
り
つ
き
木
枯
一
号
な
り
し
か
な　
　
　
　
　

中
林　

安
貴
子

お
で
ん
酒
父
子
の
会
話
ふ
く
ら
み
て　
　
　
　

西
永　

千
代

立
ち
あ
が
る
毎
に
か
け
声
着
ぶ
く
れ
て　
　
　

平
松　

幸
勲

関
東
煮
一
人
に
余
る
夜
の
鍋　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

久
子

戸
袋
を
打
つ
凩
に
二
度
寝
か
な　
　
　
　
　
　

松
本　

由
美
子

目
で
合
図
少
し
ふ
や
し
て
お
で
ん
酒　
　
　
　

湊　
　

正
三

お
で
ん
鍋
温
め
な
お
す
昼
一
人　
　
　
　
　
　

吉
川　

カ
ヅ
子

こ
の
川
を
越
せ
ば
産
土
草
紅
葉　
　
　
　
　
　

吉
益　

宜
子

お
で
ん
の
具
選
り
分
け
更
に
盃
重
ね　
　
　
　

稲
田　

武
彦

教　　室　　名 開　　催　　日 時　　間 場　　所
3月10日･24日㈮

3月3日･17日㈮

3月3日･17日㈮

3月1日･8日･15日㈬

3月4日㈯

3月4日㈯

3月10日㈮

3月19日㈰

3月11日㈯

3月24日㈮

3月4日・18日㈯

3月9日㈭

3月16日㈭

3月4日･11日･18日･25日㈯

10：00～12：00
10：00～12：00
13：00～15：00
19：30～21：00
13：30～15：00
14：30～16：00
19：00～20：30
10：00～13：00
10：00～13：00
10：00～13：00
13：30～15：30
13：00～15：30
13：00～15：30
10：30～11：30

中 央 公 民 館

中 央 公 民 館

中 央 公 民 館

岩 出 地 区 公 民 館

山 崎 地 区 公 民 館

山 崎 地 区 公 民 館

岩 出 地 区 公 民 館

岩 出 地 区 公 民 館

岩 出 地 区 公 民 館

岩 出 地 区 公 民 館

桜 台 地 区 公 民 館

陶 芸 館

陶 芸 館

岩 出 地 区 公 民 館

初 歩 の 書 道
書 道 （ 中 級 ）
書道（陵雲高校通信制）
英 会 話 （ 初 級 ）
手 話 （ 初 級 ）
手 話 （ 中 級 ）
朗 読 入 門 講 座
男 の 料 理
お 菓 子 づくり（ 小 学 生 ）
お 菓 子 づくり（ 一 　 般 ）
水 墨 画
陶 芸 A
陶 芸 B
少 年 少 女 コ ー ラ ス

俳
句
会　

十
二
月
作
品

俳
句
会　

十
二
月
作
品



１.自然を大切にしきれいな町をつくりましょう
１.人を愛し助けあう笑顔の町をつくりましょう
１.健やかで生きがいをもつ町民になりましょう
１.教養を高め歴史と文化を愛する町民になりましょう
１.産業を盛んにし活力あふれる町づくりに努めましょう

町民憲章（前文省略）町の人口と世帯

総人口
男
女
世帯数

51,268(＋  25)
24,816(＋    4)
26,452(＋  21)
18,867(＋  21)

( 　)内は前月比

平成18年1月末日現在

（26）広 報 い わ で1 8 . 3 . 1

4月1日 岩出市誕生

「待望の大岩出町生る」と大きな見出しで報じる「岩出町公民館報」。
これが岩出町最初の広報紙です。当時は、公民館が発行する公民館報が広報紙の役割を果たしていまし
た。茶色くやけた1冊の広報紙に50年の重みを感じます。
時代が進むにつれ、タイトル名は「広報いわで」に変更され、紙面のレイアウトやカラー刷りなど、読
みやすさに工夫を凝らしながら、広報紙はその時々の町の様々な話題や問題を取り上げ、皆さんにお伝
えしてきました。
岩出町の市制施行に伴い、4月号からは「岩出市」として広報紙を新しくリニューアルいたします。
これからも「広報いわで」をよろしくお願いします。

担当者のひとりごと
半世紀もの歴史を持つこの「広報いわで」も4月1日の市制施行に伴い、町広報紙として最終号を迎えることとなりました。子どもの頃から見ていた広報紙。まさか
自分が最終号を作ることになろうとは夢にも思っていませんでした。
広報紙担当となったのが5年前。毎月の写真撮影や原稿作成に追われながらも、気が付けば６０冊もの広報紙を作成していました。振り返って自分が手掛けた広報
紙を読み返すとその時々の苦労が思い出されますが、皆さんから「広報見てるよ。いい写真撮れてたね。」その一言が何より励みになりました。
これからも広報紙を通じて岩出の魅力や市政情報をお伝えし、「岩出はええ街やで」と感じてもらえるよう、努力したいと思います。皆さんのご協力よろしくお願
いします。・・・克

「広報いわで」の足跡 ～表紙で見る町の移り変わり～


